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茨
城
県
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
協
議
会
会

員
の
皆
様
、
如
何
お
過
ご
し
で
し
ょ
う

か
。
平
成
二
十
四
年
度
を
迎
え
る
に
当

た
り
、
こ
の
新
し
き
年
が
我
々
ス
ポ
ー

ツ
指
導
者
と
し
て
、
よ
り
良
い
年
に
な

り
ま
す
よ
う
、
願
い
を
込
め
茨
城
県
ス

ポ
ー
ツ
指
導
者
協
議
会
会
員
の
皆
様

に
、
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

顧
み
ま
す
と
、
去
る
平
成
二
十
三
年

三
月
十
一
日
の
東
日
本
大
地
震
に
よ
り

関
東
以
北
が
壊
滅
的
な
打
撃
を
受
け
、

今
な
お
復
興
と
い
う
大
き
な
目
標
を
掲

げ
な
が
ら
復
旧
さ
え
も
ま
ま
な
ら
な
い

公
共
資
源
や
、
そ
れ
ぞ
れ
の
皆
様
の
ご

自
宅
の
被
害
も
復
旧
が
さ
れ
て
い
な
い

現
状
で
ご
ざ
い
ま
す
。
特
に
ご
自
宅
の

被
害
を
受
け
ら
れ
た
方
々
に
は
改
め
て

お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。
一
日
も

早
く
復
旧
さ
れ
ま
す
よ
う
お
祈
り
申
し

上
げ
て
お
り
ま
す
。
自
分
自
身
の
こ
と

で
あ
り
ま
す
が
、
た
か
が
地
震
と
思
い

な
が
ら
あ
ま
り
に
も
深
い
疵
痕
に
、
次

へ
の
一
歩
が
臆
病
風
に
吹
き
流
さ
れ
て

い
る
現
状
で
す
。

例
年
の
恒
例
行
事
に
な
り
ま
し
た
、

公
益
法
人
日
本
体
育
協
会
公
認
ス
ポ
ー

ツ
指
導
者
の
表
彰
式
典
が
、
去
る
平
成

二
十
三
年
十
二
月
十
八
日
東
京
千
代
田

区
「
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
」
に
お

い
て
、
公
認
指
導
者
の
全
国
研
修
会
に

先
立
ち
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
本
県
か
ら

の
受
賞
者
は
以
下
の
通
り
で
す
。

▽
栗
本
恵
美
子
様
（
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
・

水
泳
）・
綿
引
健
様
（
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
）・

濱
川
俊
恵
様（
水
泳
）・
横
田
拓
也
様（
卓

球
）
及
び
ス
ポ
ー
ツ
ド
ク
タ
ー
か
ら
横

田
廣
夫
様
等
の
五
名
の
方
々
で
し
た
。

誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

今
後
更
な
る
ご
健
勝
と
ご
活
躍
を
さ

れ
ま
す
よ
う
ご
期
待
申
し
上
げ
ま
す
。

表
彰
式
典
の
前
日
、
十
二
月
十
七

日
午
後
、
平
成
二
十
三
年
度
全
国
ス

ポ
ー
ツ
指
導
者
連
絡
会
議
が
東
京
豊
島

区
、
立
教
大
学
池
袋
キ
ャ
ン
パ
ス
内
の

マ
キ
ム
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
各
都
道
府

県
の
代
表
者
四
十
七
名
と
各
競
技
団
体

代
表
者
等
を
含
め
約
百
四
十
名
に
よ
り

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
平
成
二
十
三
年
度

よ
り
各
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
が
開
催
さ
れ
無

く
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
各
ブ
ロ
ッ
ク
の

今
後
の
対
応
策
や
、
各
都
道
府
県
の
ス

ポ
ー
ツ
指
導
者
協
議
会
の
活
動
状
況
や

取
り
組
む
べ
き
活
動
等
、
競
技
団
体
毎

の
活
動
状
況
が
、
先
に
実
施
さ
れ
た
ア

ン
ケ
ー
ト
が
集
約
さ
れ
た
も
の
が
報
告

さ
れ
ま
し
た
。
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
と
致
し

ま
し
て
は
、
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
ス
ポ
ー
ツ

指
導
者
協
議
会
を
組
織
化
し
定
期
的
な

連
絡
会
議
や
情
報
交
換
の
機
会
を
事
業

化
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

公
益
法
人
化
さ
れ
た
日
本
体
育
協

会
の
も
と
、
各
都
道
府
県
の
体
育
協

会
、
更
に
各
市
町
村
の
体
育
協
会
の
役

割
が
変
革
す
る
昨
今
、
我
々
ス
ポ
ー
ツ

指
導
員
の
役
割
や
活
動
方
法
が
徐
々

に
変
革
を
求
め
れ
よ
う
と
し
て
お
り

ま
す
。

一
九
六
一
年
制
定
さ
れ
て
い
た
「
ス

ポ
ー
ツ
振
興
法
」
が
五
十
年
の
歳
月
を

経
て
『
ス
ポ
ー
ツ
基
本
法
』
と
し
て
全

文
が
改
正
さ
れ
、
二
〇
一
一
年
六
月

二
十
四
日
公
布
、
二
〇
一
一
年
八
月

二
十
四
日
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
ス
ポ
ー

ツ
の
考
え
方
が
見
直
さ
れ
、
ス
ポ
ー
ツ

の
果
た
す
役
割
が
「
ス
ポ
ー
ツ
立
国
」

を
実
現
す
る
た
め
に
、
国
や
地
方
の
施

策
が
総
合
的
に
、
計
画
的
に
推
進
さ
れ

る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
の

こ
と
を
い
ち
早
く
お
気
づ
き
の
方
々

は
、
基
本
法
に
基
づ
き
、
既
に
あ
ゆ
み

始
め
ら
れ
て
お
ら
れ
る
こ
と
と
ご
推

察
い
た
し
ま
す
。

平
成
二
十
四
年
度
が
有
資
格
者
そ

れ
ぞ
れ
の
皆
様
に
と
っ
て
、
上
り
坂
と

な
り
、
上
昇
気
流
に
乗
っ
て
活
躍
さ
れ

ま
す
よ
う
、
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

終
わ
り
に
ご
愛
読
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
、
茨
城
県
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
協
議

会
会
員
各
位
の
益
々
の
ご
活
躍
を
、
更

に
茨
城
県
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
協
議
会

へ
の
格
別
な
る
、
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
を
申
し
上
げ
ま

す
。

平
成
二
十
三
年
度
の
本
協
議
会
活
動

内
容
を
ご
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

今
年
度
の
本
協
議
会
総
会
は
、
平
成

二
十
三
年
七
月
十
七
日
（
日
）
に
茨
城

県
立
青
少
年
会
館
で
開
催
し
て
、
平
成

二
十
二
年
度
事
業
報
告
お
よ
び
収
支
決

算
報
告
な
ら
び
に
平
成
二
十
三
年
度
事

業
計
画
（
案
）
お
よ
び
収
支
予
算
（
案
）

さ
ら
に
平
成
二
十
三
年
〜
二
十
四
年
度

本
協
議
会
役
員
選
出
（
案
）
を
全
会
一

致
で
ご
承
認
が
得
ら
れ
ま
し
た
。

本
協
議
会
の
主
催
事
業
は
、
全
県
研

修
会
「
旧
・
中
央
研
修
会
」
を
中
央
支

部
主
管
で
平
成
二
十
三
年
九
月
十
八

日
（
日
）
に
水
戸
市
茨
城
県
立
青
少
年

会
館
で
開
催
し
て
百
二
十
七
名
の
参
加

受
講
者
が
あ
り
ま
し
た
。
更
に
地
区
研

修
会
は
、
県
西
支
部
が
主
管
で
平
成

二
十
三
年
十
二
月
四
日
（
日
）
に
古
河

市
ユ
ー
セ
ン
タ
ー
総
和
で
開
催
し
て

七
十
三
名
の
参
加
受
講
者
が
あ
り
ま
し

た
。
ま
た
鹿
行
支
部
が
主
管
で
平
成

二
十
四
年
二
月
十
九
日
（
日
）
鉾
田
市

立
大
洋
公
民
館
で
開
催
が
計
画
し
て
一

茨
城
県
ス
ポ
ー
ツ　
　

　

指
導
者
協
議
会
会
長

照　
沼　
一　
美

茨
城
県
ス
ポ
ー
ツ　
　

　

指
導
者
協
議
会
事
務
局
長

鈴　
木　
義　
夫

平
成
二
十
三
年
度

本
協
議
会
活
動
報
告

平
成
二
十
三
年
度

本
協
議
会
活
動
報
告

平
成
二
十
三
年
度　

全
国
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者

連
絡
会
議
に
出
席
し
て

平
成
二
十
三
年
度

全
国
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者

連
絡
会
議
に
出
席
し
て



（3） 茨城県スポーツ指導者協議会会報 第64号

こ
の
度
は
平
成
二
十
三
年
度
十
二
月

十
八
日
に
栄
え
あ
る
日
本
体
協
公
認
ス

ポ
ー
ツ
指
導
者
賞
を
受
賞
さ
せ
て
頂

き
、
本
会
会
長 

張
富
士
夫
様
を
は
じ

め
、
関
係
各
位
に
心
よ
り
御
礼
を
申
し

上
げ
ま
す
。
私
は
地
元
鉾
田
一
高
よ
り

昭
和
三
十
七
年
に
順
天
堂
大
学
（
以
下

順
大
）
へ
入
学
い
た
し
ま
し
た
。
順
大

は
、
古
く
よ
り
心
技
共
に
優
れ
た
医
師

を
輩
出
す
べ
く
心
身
を
鍛
え
る
ス
ポ
ー

ツ
健
康
科
学
の
道
を
切
り
開
き
、
学
是

「
仁
」そ
し
て
、「
不
断
前
進
」さ
ら
に「
良

医
た
れ
」を
確
立
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

私
は
、
六
年
間
ラ
グ
ビ
ー
部
と
陸
上

競
技
部
に
属
し
、
習
志
野
の
グ
ラ
ン
ド

に
誰
よ
り
も
汗
を
に
じ
ま
せ
て
参
り
ま

し
た
。
特
に
ラ
グ
ビ
ー
は
苦
節
四
年
、

私
が
四
年
の
時
、
夏
の
東
日
本
医
科
大

会
、
秋
の
関
東
医
歯
薬
大
会
で
完
全
優

勝
し
、
文
字
通
り
医
学
部
ラ
グ
ビ
ー
界

の
頂
点
を
極
め
る
事
が
出
来
ま
し
た
。

私
は
こ
の
時
に
「
男
は
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン

に
な
っ
て
初
め
て
優
し
く
な
れ
る
」
を

実
感
致
し
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
順
大
ラ

グ
ビ
ー
部
は
約
十
五
年
間
不
敗
を
続

け
、
黄
金
期
を
確
立
し
た
。

当
時
の
順
大
体
育
学
部
学
長
は
我
国

の
ス
ポ
ー
ツ
医
学
の
生
み
の
親 

東
俊

郎
氏
で
あ
り
、
東
氏
は
柔
道
、
野
球
、

　

鉾
田
市

　

鉾
田
病
院　

院
長

横　
田　
廣　
夫

受
賞
者
あ
い
さ
つ

月
二
十
日
現
在
で
百
十
七
名
の
参
加
申

込
者
が
あ
り
ま
し
た
。

平
成
二
十
三
年
度
関
東
ブ
ロ
ッ
ク

会
議
は
中
止
に
な
り
ま
し
た
が
、
平
成

二
十
三
年
度
全
国
研
修
会
が
公
益
財

団
法
人
日
本
体
育
協
会
が
主
催
で
平

成
二
十
三
年
十
二
月
十
八
日
（
日
）
に

東
京
都
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
で

開
催
さ
れ
て
、
本
協
議
会
か
ら
三
名
の

役
員
と
一
名
の
一
般
会
員
の
参
加
が

あ
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
平
成
二
十
三
年

度
公
益
財
団
法
人
日
本
体
育
協
会
公

認
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
等
表
彰
事
業
表

彰
者
に
、
財
団
法
人
茨
城
県
体
育
協
会

お
よ
び
本
協
議
会
か
ら
推
薦
さ
れ
た

栗
本
恵
美
子
様
「
県
北
支
部
」、
横
田

廣
夫
様
「
鹿
行
支
部
」、綿
引
健
様
「
県

北
支
部
」
の
三
名
が
受
賞
い
た
し
ま
し

た
。茨

城
県
に
所
属
す
る
公
益
財
団
法

人
日
本
体
育
協
会
公
認
ス
ポ
ー
ツ
指

導
者
で
有
資
格
者
は
、
平
成
二
十
三
年

十
月
一
日
現
在
で
三
千
五
百
二
十
三

名
で
あ
り
ま
す
。
本
協
議
会
六
支
部
別

の
会
員
数
は
「
県
北
支
部
百
四
十
二

名
、
水
戸
支
部
百
十
一
名
、
中
央
支
部

二
百
三
十
四
名
、
鹿
行
支
部
七
十
八

名
、
県
南
支
部
三
百
五
名
、
県
西
支
部

百
三
十
三
名
」
で
あ
り
ま
す
。

平
成
十
七
年
十
月
か
ら
有
資
格
者

を
取
得
後
に
於
い
て
、
研
修
会
に
四
年

間
に
一
回
以
上
の
参
加
実
績
の
な
い

公
認
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
に
資
格
更
新

の
手
続
き
案
内
文
書
が
公
益
財
団
法

人
日
本
体
育
協
会
か
ら
書
類
の
送
付

が
来
な
く
な
り
ま
す
。
本
協
議
会
は
会

員
に
加
入
さ
れ
た
方
々
に
有
資
格
の

有
効
期
限
と
研
修
会
の
案
内
文
書
を

郵
送
し
て
、
研
修
会
に
参
加
受
講
者
の

実
績
を
公
益
財
団
法
人
日
本
体
育
協

会
か
ら
資
格
更
新
の
手
続
き
案
内
文

書
が
会
員
に
送
付
さ
れ
る
よ
う
に
ご

支
援
い
た
し
ま
す
の
で
、
会
員
皆
様
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う

宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

全
国
公
認
ス
ポ
ー
ツ

指
導
者
研
修
会
報
告

平成
23年度

ボ
ー
ト
の
名
選
手
と
し
て
知
ら
れ
、
い

わ
ゆ
る
文
武
両
道
の
達
人
で
あ
り
ま
し

た
。
東
氏
は
「
医
学
生
は
す
べ
か
ら
く

ス
ポ
ー
ツ
を
や
る
べ
し
」
と
訓
示
さ
れ

て
お
り
ま
し
た
。
東
俊
郎
学
長
に
優
勝

を
報
告
に
ゆ
く
と
、
東
氏
は
大
機
嫌
で

「
優
勝
お
め
で
と
う
。」
し
か
し
、
た
だ

強
い
だ
け
で
は
野
獣
の
そ
れ
と
同
じ

だ
。チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
な
っ
た
ら
学
業
、

そ
し
て
仕
事
も
一
流
に
、
そ
し
て
家
族

を
大
事
に
し
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
地

域
貢
献
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
以

来
、
私
の
ラ
グ
ビ
ー
人
生
は
五
十
年
に

及
び
、
ま
さ
に
ラ
グ
ビ
ー
は
私
に
と
っ

て
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
で
あ
り
、
人
生
そ
の

も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
私
は
自
己
の
全

人
格
を
こ
の
ラ
グ
ビ
ー
か
ら
学
ん
で
き

た
と
喜
ん
で
い
る
。
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鉾
田
病
院
の
ラ
グ
ビ
ー
部
は
部
員

三
十
名
を
越
す
大
所
帯
と
な
り
、
正
月

元
旦
早
朝
六
時
よ
り
の
寒
稽
古
に
は
じ

ま
り
、
毎
週
木
曜
日
、
諏
訪
小
学
校
の

グ
ラ
ウ
ン
ド
を
お
借
り
し
、
猛
稽
古
を

続
け
、
年
三
回
の
紅
白
戦
と
不
惑
ク
ラ

ブ
と
の
交
流
戦
を
楽
し
ん
で
お
り
ま

す
。さ

て
、
私
は
昭
和
六
十
三
年
に
日
体

協
公
認
ス
ポ
ー
ツ
ド
ク
タ
ー
に
認
定
さ

れ
ま
し
た
が
、
順
大
ラ
グ
ビ
ー
の
血
友 

故
岡
本
則
昭
氏
の
強
い
勧
め
に
よ
り
実

現
し
た
も
の
で
、
岡
本
氏
に
深
く
感
謝

す
る
と
共
に
、
黄
泉
の
国
か
ら
「
俺
の

言
っ
た
通
り
だ
ろ
う
。
我
々
み
た
い
に

本
当
に
ス
ポ
ー
ツ
を
や
っ
た
者
こ
そ
公

認
の
ス
ポ
ー
ツ
ド
ク
タ
ー
に
ふ
さ
わ
し

い
の
だ
。」と
微
笑
ん
で
い
る
事
で
し
ょ

う
。
そ
し
て
、
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
と
し

て
の
道
を
拓
い
て
く
れ
た
の
が
、
鹿
嶋

体
協
の
仮
屋
茂
先
生
で
あ
り
、
仮
屋
氏

は
日
本
柔
道
の
名
指
導
者
で
、
常
に
情

熱
を
持
っ
て
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
指
導
者

講
習
会
を
催
さ
れ
、
私
も
水
戸
、
土
浦
、

笠
間
、
下
館
、
常
総
、
鹿
嶋
と
帯
同
し
、

指
導
者
の
為
の
、
医
学
的
知
識
を
中
心

に
講
演
し
、
子
供
達
に
日
本
の
正
し
い

歴
史
を
教
え
、
日
本
人
と
は
何
か
を
悟

ら
せ
、
い
か
に
し
て
安
全
に
指
導
出
来

る
の
か
を
自
分
の
体
験
を
も
と
に
、
や

さ
し
く
解
説
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

私
の
公
認
ス
ポ
ー
ツ
ド
ク
タ
ー
と
し

て
の
二
十
四
年
間
を
振
り
返
る
と
清
真

学
園
ラ
グ
ビ
ー
部
、
鉾
田
一
高
野
球
部

の
チ
ー
ム
ド
ク
タ
ー
を
は
じ
め
、
舟
木

小
学
校
に
お
け
る
肥
満
児
対
策
と
し
て

ラ
グ
ビ
ー
教
室
に
よ
る
わ
ん
ぱ
く
塾
は

十
五
年
間
続
き
、
こ
の
活
動
は
日
立
の

創
始
者
に
ち
な
ん
だ
小
平
賞
に
輝
い

た
。
父
母
側
よ
り
、
大
変
喜
ば
れ
て
き

た
が
、
放
射
能
汚
染
の
心
配
か
ら
昨
年

中
止
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
は
す
ご
く

残
念
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
諏
訪
小
学
校
、
青
柳
小
学
校

で
は
、
正
し
い
走
り
方
の
ス
ポ
ー
ツ
教

室
や
あ
か
つ
き
保
育
園
で
は
島
田
昌
和

園
長
と
共
に
園
児
五
十
名
に
ラ
グ
ビ
ー

ス
ク
ー
ル
を
毎
週
月
曜
日
に
開
催
し
て

お
り
ま
す
。
こ
こ
二
十
年
、
世
の
中
は

不
況
等
や
教
育
の
荒
廃
等
で
人
々
の
心

に
は
深
い
閉
塞
感
が
漂
っ
て
お
り
ま

す
。
私
共
、
医
師
は
か
か
る
時
こ
そ
毅

然
と
し
て
ス
ポ
ー
ツ
振
興
を
説
く
べ
き

で
あ
り
、
順
天
堂
の
学
是
「
仁
」
を
思

い
起
こ
し
、「
思
い
や
り
」
の
精
神
を

広
め
て
ゆ
く
べ
き
で
あ
り
ま
す
。
今
回

の
日
体
協
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
賞
は
ス

ポ
ー
ツ
医
学
を
志
す
者
の
憧
れ
で
あ

り
、
私
の
目
標
で
も
あ
り
ま
し
た
。

向
後
は
、
こ
の
栄
誉
に
恥
じ
な
い
よ

う
、
更
に
ス
ポ
ー
ツ
医
学
の
研
究
に
励

み
、
ス
ポ
ー
ツ
医
学
会
の
発
展
に
少
し

で
も
お
役
に
立
ち
た
い
と
願
っ
て
お
り

ま
す
。
今
後
と
も
ご
指
導
頂
け
ま
す
よ

う
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

最
後
に
順
大
ラ
グ
ビ
ー
部
名
誉
部
長

和
賀
井
敏
夫
氏
、部
創
始
者
津
田
英
彦
、

靖
彦
両
氏
そ
し
て
Ｏ
Ｂ
会
長
宮
野
武
氏

に
は
厳
し
く
も
慈
し
み
の
心
を
も
っ
て

指
導
し
て
頂
き
、
人
生
の
良
師
と
の
邂

逅
に
感
謝
致
し
ま
す
。
更
に
、
本
稿
を

謹
ん
で
順
大
会
頭
、
理
事
長
、
故
有
山

登
氏
、
学
長
東
俊
郎
氏
そ
し
て
ラ
グ

ビ
ー
の
血
友 

故
岡
本
則
昭
氏
の
御
霊

に
捧
げ
ま
す
。

平
成
二
十
三
年
度
公
認
ス
ポ
ー
ツ
指

導
者
全
国
研
修
会
場
に
て
ス
ポ
ー
ツ
指

導
者
の
表
彰
を
頂
き
ま
し
た
。
楯
に
彫

ら
れ
た
名
前
は
一
人
で
す
が
、
こ
の
賞

は
、
昭
和
六
十
一
年
に
立
ち
上
げ
た
県

北
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
協
議
会
（
現
在
県

北
支
部
）
で
共
に
活
動
し
て
き
た
方
々

が
受
け
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。
茨
城
県

ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
協
議
会
、
茨
城
県
体

育
協
会
、ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
県
北
支
部
、

皆
さ
ま
の
ご
指
導
、
ご
尽
力
に
よ
り
受

賞
に
い
た
っ
た
も
の
と
深
い
感
謝
の
念

と
共
に
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

研
修
会
で
の
特
別
講
演
、「
ゴ
ル
フ

の
過
去
と
未
来
」
で
は
、
プ
ロ
ゴ
ル

フ
ァ
ー
の
倉
本
昌
弘
さ
ん
の
「
他
競
技

の
方
々
と
も
一
緒
に
や
っ
て
行
き
た

い
」
と
の
ト
ッ
プ
プ
ロ
の
思
い
に
驚
き

と
共
に
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。
そ
の
後

の
ヨ
ー
コ
・
ゼ
ッ
タ
ー
ラ
ン
ド
さ
ん
と

間
野
義
之
先
生
の
対
談
「
ス
ポ
ー
ツ
基

本
法
の
制
定
と
ス
ポ
ー
ツ
界
の
動
き
」

で
は「
誰
で
も
ス
ポ
ー
ツ
を
す
る
権
利
」

が
あ
る
。
ス
ポ
ー
ツ
が
出
来
る
環
境
づ

く
り
が
、
地
域
づ
く
り
に
つ
な
が
る
。

ス
ポ
ー
ツ
は
縦
の
繋
が
り
（
選
手
か
ら

子
供
達
へ
、
そ
し
て
そ
の
子
供
達
が
選

手
に
な
り
、
ま
た
子
供
達
へ
）
と
横
の

繋
が
り
（
海
外
で
の
指
導
等
）
が
あ
る
。

そ
の
中
で
指
導
者
の
役
割
は
一
緒
に
考

え
て
気
づ
か
せ
て
あ
げ
る
こ
と
で
あ

る
。
と
い
う
よ
う
な
話
題
で
し
た
。
ま

た
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は

今
回
の
大
震
災
で
被
災
さ
れ
た
地
域
の

指
導
者
の
体
験
談
が
あ
り
ま
し
た
。
福

島
大
学
の
先
生
は
「
全
国
に
散
っ
た
卒

業
生
か
ら
の
支
援
の
話
」、
各
地
で
支

援
の
た
め
の
競
技
会
を
開
い
た
等
、
現

地
に
来
な
く
て
も
、
今
い
る
場
所
で
出

来
る
支
援
が
あ
る
。
釜
石
の
ラ
グ
ビ
ー

コ
ー
チ
は
、
被
災
後
に
選
手
達
（
海
外

か
ら
在
籍
の
選
手
も
）
は
、
釜
石
に
残

り
支
援
活
動
を
続
け
た
話
。
被
災
し
た

指
導
者
は
、
被
災
し
た
場
所
で
自
分
た

ち
の
力
で
ス
ポ
ー
ツ
が
出
来
る
場
所
を

作
っ
た
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
た
仲
間
と

強
い
協
力
体
制
が
避
難
所
の
運
営
に
も

活
か
さ
れ
た
等
で
、
こ
れ
ら
の
話
は
、

こ
れ
か
ら
の
私
に
何
が
出
来
る
か
示
唆

し
て
く
れ
た
思
い
で
す
。
背
伸
び
し
な

く
て
も
自
分
に
出
来
る
こ
と
が
あ
る
。

し
か
も
仲
間
が
い
れ
ば
広
が
り
も
出
来

る
と
思
い
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
私
に
出
来
る
事
は
、
ス

ポ
ー
ツ
指
導
員
の
仲
間
と
運
動
で
き
る

環
境
を
作
り
、
そ
の
場
を
支
え
る
。
個

人
と
し
て
、
同
じ
世
代
の
人
達
と
楽
し

く
無
理
を
せ
ず
体
を
動
か
し
、
少
し
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で
も
健
康
づ
く
り
に
寄
与
で
き
た
ら
と

願
っ
て
い
ま
す
。

最
後
に
も
う
一
度
、
今
回
の
受
賞
に

関
し
ま
し
て
皆
さ
ま
に
心
よ
り
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

こ
の
度
、
平
成
二
十
三
年
度
公
認
ス

ポ
ー
ツ
指
導
者
全
国
研
修
会
に
於
い

て
、
公
益
財
団
法
人
日
本
体
育
協
会
よ

り
公
認
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
表
彰
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
一
緒
に
受
賞
さ
れ
た

方
々
の
表
彰
理
由
（
主
な
功
績
）
を
拝

見
し
た
と
こ
ろ
、
こ
の
表
彰
の
重
み
が

あ
ら
た
め
て
感
じ
ら
れ
、
ま
こ
と
に
光

栄
で
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
す
。
推

薦
を
頂
き
ま
し
た
諸
機
関
、
関
係
者
各

位
に
対
し
、
心
よ
り
深
く
感
謝
を
申
し

上
げ
ま
す
。

昭
和
六
十
一
年
に
ス
ポ
ー
ツ
指
導

員
養
成
講
習
会
を
受
講
・
資
格
取
得
し

て
以
来
直
後
よ
り
、
同
年
設
立
の
県
北

ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
協
議
会
（
現
、
県
ス

ポ
ー
ツ
指
導
者
協
議
会
県
北
支
部
）
の

活
動
に
参
画
さ
せ
て
頂
き
、
今
日
に
至

り
ま
し
た
。
多
く
の
方
々
の
ご
指
導
に

よ
り
今
日
の
私
が
あ
り
、
そ
の
御
恩
に

重
ね
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

元
来
小
柄
な
私
は
、
あ
ま
り
ス
ポ
ー

ツ
好
き
で
は
有
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

体
力
づ
く
り
を
目
的
に
仲
間
と
バ
ド

ミ
ン
ト
ン
を
始
め
、
発
展
し
て
地
域
バ

ド
ミ
ン
ト
ン
ク
ラ
ブ
を
結
成
し
ま
し

た
。
そ
の
後
、
ス
ポ
ー
ツ
大
会
や
、
市

民
大
会
等
に
参
加
す
る
よ
う
に
な
り
、

専
門
種
目
と
し
て
の
ル
ー
ル
取
得
や

自
身
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
、
初
心
者
の
指

導
法
な
ど
を
模
索
す
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

そ
う
し
た
折
「
ス
ポ
ー
ツ
指
導
員
」

の
話
を
（
県
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
協
議
会

幹
部
よ
り
）
伺
い
、
更
に
資
格
取
得
を

勧
め
ら
れ
、
推
薦
を
頂
い
て
受
講
し
た

訳
で
す
。

受
講
者
の
レ
ベ
ル
は
高
く
、
実
技
に

お
い
て
は
つ
い
て
い
く
の
が
大
変
で

し
た
。
多
く
の
方
と
の
親
交
が
出
来
、

そ
れ
も
非
常
に
有
意
義
で
し
た
。
現
在

も
顔
を
あ
わ
せ
る
機
会
に
は
旧
交
を

思
い
、
現
況
な
ど
の
情
報
交
換
を
し
て

お
り
ま
す
。

受
講
内
容
に
お
い
て
は
、
専
門
ス
キ

ル
（
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
）
の
み
な
ら
ず
、

ス
ポ
ー
ツ
医
学
・
科
学
ま
で
多
岐
に
亘

り
、
当
初
自
分
が
考
え
て
い
た
レ
ベ
ル

を
越
え
、
現
在
で
も
そ
の
知
識
は
指
導

の
基
盤
に
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
後
、
上
位
資
格
へ
の
移
行
講
習

受
講
・
資
格
更
新
、
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者

協
議
会
の
行
な
う
研
修
会
へ
の
参
加
・

参
画
、
競
技
団
体
の
行
な
う
研
修
会
参

加
等
、
研
鑽
を
重
ね
て
参
り
ま
し
た
。

公
認
ス
ポ
ー
ツ
指
導
員
を
取
り
巻

く
環
境
は
、
制
度
の
改
訂
、
関
係
法
の

改
正
等
々
、
年
々
変
化
し
て
ま
い
り
ま

し
た
。
し
か
し
、
年
齢
・
性
別
・
技
能

レ
ベ
ル
な
ど
の
対
象
に
合
わ
せ
た
指

導
・
サ
ポ
ー
ト
が
我
々
に
課
せ
ら
れ
た

役
割
で
あ
る
こ
と
は
、
大
き
く
変
わ
っ

て
は
い
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

今
後
も
地
域
に
根
ざ
し
た
活
動
で
、

専
門
種
目
は
も
と
よ
り
、
ス
ポ
ー
ツ
の

振
興
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
に
微
力

な
が
ら
寄
与
で
き
る
よ
う
、
更
に
努
力

し
て
参
る
所
存
で
す
。
今
ま
で
と
相
変

わ
ら
ぬ
、
ご
指
導
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
宜
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
。

バ
ド
ミ
ン
ト
ン

　

上
級
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導
員
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県
南
支
部
の
活
動
も
中
々
問
題
が
多

く
、
停
滞
し
て
お
り
ま
す
。
活
動
の
主

体
は
各
競
技
団
体
中
心
で
あ
り
、
指
導

者
協
議
会
へ
の
参
加
は
消
極
的
で
あ
る

現
状
を
打
破
す
る
方
策
が
掴
み
か
ね
て

お
り
ま
す
。
支
部
研
修
会
の
開
催
年
は

会
員
の
皆
様
の
参
加
を
頂
き
、
支
部
協

議
会
活
動
の
実
を
少
し
は
上
げ
る
事
が

出
来
ま
す
。
協
議
会
の
市
町
村
支
部
結

成
の
方
策
活
動
の
実
を
上
げ
る
事
も
進

展
し
な
い
中
、
苦
慮
し
て
お
り
ま
す
。

市
町
村
体
育
協
会
の
組
織
の
中
に
、
指

導
者
協
議
会
が
組
織
さ
れ
、
そ
の
代
表

者
に
よ
り
支
部
活
動
が
出
来
る
組
織
形

態
が
理
想
で
あ
り
ま
す
。
そ
れ
に
は
市

町
村
支
部
の
存
在
意
義
と
、
活
動
目
的

に
明
確
な
事
由
が
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
一
方
で
は
学
校
部
活
動
の
指
導
者

不
足
や
、
地
域
で
の
一
般
市
民
へ
の
健

康
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
提

供
と
そ
の
実
施
指
導
活
動
者
が
求
め
ら

れ
、
日
常
的
に
運
動
し
な
い
子
供
の
体

力
低
下
の
問
題
や
、
リ
ハ
ビ
リ
の
為
の

運
動
や
、
障
害
者
の
ス
ポ
ー
ツ
、
高
齢

者
や
子
供
達
の
居
場
所
で
の
軽
ス
ポ
ー

ツ
活
動
等
々
、
地
域
で
求
め
ら
れ
、
そ

の
ニ
ー
ズ
は
多
様
で
幅
広
く
潜
在
し
て

お
り
ま
す
。
私
達
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
も

各
競
技
団
体
の
活
動
だ
け
で
な
く
、
幅

広
く
地
域
社
会
の
一
員
と
し
て
社
会
貢

献
の
一
翼
を
担
う
活
動
が
出
来
れ
ば
、

地
位
向
上
と
、
地
域
で
の
存
在
価
値
も

高
ま
り
、
文
化
と
し
て
の
ス
ポ
ー
ツ
の

位
置
を
確
立
す
る
こ
と
に
繋
が
る
と
思

い
ま
す
。〝
言
う
は
易
く
行
う
は
難
し
〞

で
す
が
、
そ
こ
に
し
か
活
路
が
無
い
の

で
は
と
思
い
ま
す
。

鹿
行
支
部
で
は
、
今
年
度
地
方
研
修

会
を
開
催
す
る
計
画
を
持
ち
、
昨
日
実

施
し
た
と
こ
ろ
で
す
。
支
部
で
の
地
方

研
修
会
を
開
催
す
る
に
あ
た
り
委
員
会

を
開
き
準
備
に
あ
た
っ
て
来
ま
し
た
。

第
一
回
の
委
員
会
で
は
、
研
修
内
容

を
何
に
す
る
の
か
話
し
合
い
ま
し
た
。

委
員
会
の
構
成
メ
ン
バ
ー
は
五
市
か
ら

の
行
政
担
当
者
と
十
二
名
の
会
員
か
ら

な
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
今
年
度
の
研

修
は
日
体
協
か
ら
示
さ
れ
た
内
容
の
う

ち
か
ら
講
演
Ｉ
「
子
ど
も
の
体
力
つ
く

り
に
つ
い
て
」
と
講
演
Ⅱ
「
応
急
処
置

（
Ｒ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
・
テ
ー
ピ
ン
グ
等
）」
に
決

定
。
理
由
は
子
ど
も
の
ス
ポ
ー
ツ
に

係
っ
て
い
る
人
が
多
い
事
と
最
近
、
子

ど
も
を
テ
ー
マ
に
し
た
研
修
が
少
な
い

と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。
そ
し
て
県
体
協

に
連
絡
を
と
り
講
演
テ
ー
マ
に
決
め

た
。

二
回
目
の
委
員
会
は
当
日
を
迎
え
る

に
あ
た
っ
て
運
営
の
係
分
担
を
決
め

た
。
こ
の
間
に
二
十
一
名
の
方
か
ら
当

日
の
運
営
協
力
の
申
し
出
が
あ
り
、
大

変
あ
り
が
た
く
思
っ
た
次
第
で
す
。又
、

参
加
者
は
県
内
は
元
よ
り
千
葉
県
や
宇

都
宮
の
方
か
ら
ま
で
百
十
九
名
に
な
っ

て
い
た
。
欠
席
者
も
あ
り
ま
し
た
が
当

日
申
し
込
み
な
ど
も
あ
り
大
変
う
れ
し

い
次
第
で
し
た
。

講
演
内
容
に
触
れ
て
見
る
と
講
演
Ｉ

で
は
、
週
三
、四
回
以
上
運
動
す
る
割

合
は
中
学
生
で
九
割
近
く
、
三
十
代

か
ら
五
十
代
は
十
パ
ー
セ
ン
ト
程
度
、

六
十
五
才
を
過
ぎ
る
と
二
十
パ
ー
セ
ン

ト
を
越
え
る
。

肥
満
に
つ
い
て
は
一
九
七
〇
年
代
か

ら
急
激
に
増
加
。
現
在
五
人
に
一
人
が

米
国
で
は
三
人
に
一
人
が
肥
満
だ
と
い

う
。
肥
満
は
増
え
て
い
る
が
エ
ネ
ル

ギ
ー
摂
取
量
は
増
え
て
い
な
い
と
い

う
。
今
は
外
遊
び
も
労
働
も
減
少
し
て

い
る
た
め
ス
ポ
ー
ツ
で
運
動
し
て
い

る
。カ

ナ
ダ
の
デ
ー
タ
に
よ
る
と
、
小
学

生
の
時
、
体
育
の
授
業
を
週
一
回
の
学

校
と
四
時
間
の
学
校
の
生
徒
達
の
二
十

年
後
の
運
動
能
力
を
測
定
し
た
と
こ
ろ

神
経
系
統
の
能
力
は
運
動
の
効
果
が

残
っ
て
い
た
が
体
力
は
ほ
と
ん
ど
同
じ

だ
っ
た
と
い
う
。
特
に
バ
ラ
ン
ス
系
は

良
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
子
ど
も

の
こ
ろ
運
動
ス
キ
ル
の
蓄
積
を
図
り
ス

ポ
ー
ツ
ラ
イ
フ
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
大

事
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
又
、
指
導
者

は
ス
ポ
ー
ツ
活
動
を
通
し
て
地
域
づ
く

り
に
も
ご
尽
力
を
し
て
大
変
す
ば
ら
し

い
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

講
演
Ⅱ　

ケ
ガ
予
防
の
た
め
の
テ
ー

ピ
ン
グ
の
実
習
、
二
人
一
組
に
な
っ
て

足
首
の
捻
挫
予
防
の
実
技
、
材
料
も
豊

富
に
そ
ろ
え
ら
れ
、
四
人
の
学
生
の
ア

シ
ス
タ
ン
ト
が
巡
回
し
て
指
導
し
て
く

れ
、
全
員
が
体
験
で
き
た
の
で
大
変
有

意
義
な
研
修
で
あ
っ
た
。

平
成
二
十
三
年
度
茨
城
県
ス
ポ
ー

ツ
指
導
者
研
修
会
を
県
西
支
部
主
管

で
昨
年
十
二
月
四
日
（
日
）
に
古
河

市
ユ
ー
セ
ン
タ
ー
総
和
で
開
催
致
し

ま
し
た
。
前
日
の
三
日
ま
で
に
合
計

八
十
名
の
参
加
申
込
み
が
あ
り
ま
し

た
が
当
日
キ
ャ
ン
セ
ル
も
あ
り
、
会
員

五
十
五
名
、
非
会
員
十
八
名
、
合
計

七
十
三
名
の
参
加
と
な
り
ま
し
た
。
地

区
別
に
見
ま
す
と
地
元
県
西
と
県
南

地
区
が
大
半
を
占
め
、
又
、
遠
路
、
水

戸
地
区
か
ら
三
名
、
中
央
地
区
か
ら
三

名
、
県
北
か
ら
一
名
、
県
外
か
ら
は
栃

木
県
二
名
、
千
葉
・
静
岡
か
ら
各
一
名

参
加
し
て
頂
き
ま
し
た
。
特
に
県
北

（
高
萩
）
か
ら
の
参
加
者
は
車
で
の
移

動
が
困
難
で
Ｊ
Ｒ
を
乗
り
継
い
で
古

河
駅
か
ら
は
バ
ス
で
お
越
し
頂
き
大

変
な
一
日
で
は
な
か
っ
た
か
と
思
わ

支
部
だ
よ
り

支　

部　

長　
　

櫻 

井 

孝 

之

県
南
支
部

事
務
局
長　
　
近 

藤 

康 

雄

県
西
支
部

支　

部　

長　
　

島 

田 

昌 

和

鹿
行
支
部
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れ
ま
す
。

研
修
会
、
講
演
Ｉ
は
「
ス
ポ
ー
ツ
指

導
に
お
け
る
安
全
管
理
に
つ
い
て
」
を

上
地
先
生
か
ら
い
た
だ
き
、
本
年
度
か

ら
体
育
の
授
業
に
取
り
入
れ
ら
れ
る

「
柔
道
」
の
例
を
挙
げ
ス
ポ
ー
ツ
の
安

全
に
対
す
る
考
え
方
を
教
え
ら
れ
ま
し

た
。
講
演
Ⅱ
で
は
加
藤
先
生
か
ら
「
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
キ
ル
」
に
つ
い

て
実
技
を
交
え
た
指
導
方
法
を
教
え
ら

れ
会
場
は
笑
い
あ
り
、
感
動
あ
り
の
講

演
で
し
た
。
大
変
お
忙
し
い
中
、
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

今
回
、
県
西
支
部
が
主
管
と
し
て
研

修
会
を
開
催
す
る
に
あ
た
り
役
員
構
成

を
考
え
る
と
七
名
ほ
ど
不
足
に
な
り
、

初
め
て
連
絡
を
取
っ
た
会
員
の
方
々
か

ら
快
諾
を
頂
き
当
日
役
員
と
し
て
ご
協

力
頂
き
無
事
終
了
致
し
ま
し
た
事
を
こ

の
場
を
お
借
り
し
て
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。さ

て
、
県
西
支
部
の
悩
み
は
「
県
西

独
自
の
活
動
を
何
に
す
べ
き
か
？
」
で

す
。
今
年
度
も
四
月
に
総
会
を
計
画
し

て
お
り
ま
す
が
例
年
出
席
者
が
少
な
く

こ
の
誌
面
を
お
借
り
し
て
大
勢
の
参
加

を
お
願
い
致
し
ま
す
。
こ
の
会
報
を
ご

覧
に
な
り
、
御
意
見
、
御
要
望
が
あ
り

ま
し
た
ら

〒 

３
０
６

－

０
０
５
２

古
河
市
大
山
１
５
４
３

－

１
３

県
西
支
部
事
務
局　

近
藤
康
雄

Ｔ
Ｅ
Ｌ
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
２
８
０

－

４
８

－

１
９
１
１
ま
で
連
絡
願
い
ま
す
。

今
年
度
の
事
業
計
画
は
、
東
日
本
大

震
災
に
よ
る
中
止
、
或
い
は
計
画
見
直

し
に
な
っ
た
近
隣
市
町
村
へ
の
協
力
事

業
二
件
を
除
け
ば
、
ほ
ぼ
予
定
通
り
に

推
移
し
て
い
る
。

活
動
拠
点
の
女
性
セ
ン
タ
ー
も
、
こ

の
度
の
大
震
災
で
被
災
し
一
時
は
ど
う

な
る
こ
と
か
と
心
配
し
た
が
、
程
な
く

再
開
し
、
予
定
の
部
屋
は
使
え
な
か
っ

た
も
の
の
、
総
会
を
無
事
開
催
す
る
こ

と
が
で
き
た
。
女
性
セ
ン
タ
ー
は
、
現

在
も
工
事
中
で
あ
る
が
、
以
来
、
同
セ

ン
タ
ー
の
ご
配
慮
に
よ
り
、
月
一
回
の

定
例
会
会
場
を
確
保
で
き
て
い
る
こ
と

は
、
大
変
有
難
い
こ
と
で
あ
る
。

今
年
度
の
実
施
済
み
事
業
を
時
系
列

に
挙
げ
る
と
、

五
月
八
日　

県
北
支
部
総
会
の
開
催

八
月
一
日　

あ
み
ー
ご
三
八
号
発
刊

九
月
十
九
日

　
　
　
　
　

支
部
役
員
研
修
会
那
須

十
月
十
五
日
・
十
六
日

　
　
　
　
　

セ
ン
タ
ー
祭
り

十
一
月
二
十
七
日

　
　
　
　
　

 

常
陸
太
田
市
グ
ラ
ウ
ン

ド
ゴ
ル
フ
大
会
助
勢

一
月
十
日　

あ
み
ー
ご
三
九
号
発
刊

で
あ
る
。

こ
の
他
、
毎
月
第
一
月
曜
日
、
役
員

定
例
会
を
開
催
し
、
緊
密
な
情
報
交
換

を
行
な
っ
て
い
る
。
参
加
者
は
、
他
団

体
の
中
心
と
な
っ
て
活
動
し
て
い
る
方

が
多
く
、
こ
の
会
議
や
事
業
へ
参
加
す

る
た
め
の
や
り
く
り
に
、
大
変
苦
労
さ

れ
て
い
る
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。

感
謝
に
堪
え
な
い
次
第
で
あ
る
。

グ
ル
ー
プ
で
の
活
動
は
、
義
務
感
・

責
任
感
だ
け
で
長
続
き
さ
せ
る
こ
と
は

難
し
く
、
そ
こ
に
、
目
標
を
達
成
し
た

い
と
い
う
欲
望
や
、
成
し
遂
げ
た
時
の

達
成
感
や
充
実
感
。仲
間
と
の
連
帯
感
、

そ
こ
に
埋
没
し
て
い
る
居
心
地
の
良
さ

が
、
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
関
係
の
な
い
他
者
の
笑
顔
で
も

嬉
し
い
も
の
で
す
。
な
ら
ば
、
笑
顔
の

絶
え
な
い
グ
ル
ー
プ
を
創
ろ
う
で
は
あ

り
ま
せ
ん
か
。

県
北
支
部
で
は
こ
の
よ
う
に
考
え
、

よ
り
よ
い
意
思
疎
通
を
図
り
、
そ
れ
を

活
動
に
活
か
す
た
め
に
、
年
間
事
業
計

画
の
他
に
、
昨
年
九
月
に
は
役
員
研
修

会
を
開
催
し
、
新
し
い
発
見
と
楽
し
い

思
い
出
を
共
有
し
て
き
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
活
動
を
継
続
し
て
来
た

せ
い
か
、
有
難
い
こ
と
に
、
今
年
度
は

ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
功
労
賞
二
名
、
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
関
係
よ
り
、
文
部
科
学

大
臣
賞
一
名
、
日
本
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

表
彰
一
名
、
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
関
係

で
も
、
文
部
科
学
大
臣
賞
一
名
、
全
国

功
労
賞
＆
勤
続
三
十
年
表
彰
の
ダ
ブ
ル

受
賞
一
名
、
合
計
六
名
が
目
出
度
く
受

賞
し
ま
し
た
。
大
変
有
難
い
こ
と
だ
と

感
謝
し
て
い
ま
す
。

残
り
二
事
業
、
現
在
着
々
と
準
備
を

進
め
鋭
意
努
力
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。
会
員
皆
様
の
尚
一
層
の
ご
支
援
ご

協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
、
こ
れ
を

持
っ
て
県
北
支
部
の
事
業
報
告
と
い
た

し
ま
す
。

昨
年
の
東
北
地
方
を
震
源
と
し
た
大

地
震
は
私
共
茨
城
に
も
大
き
な
被
害
を

も
た
ら
し
た
。
水
戸
市
も
今
だ
も
っ
て

復
興
復
旧
が
未
だ
に
進
ま
な
い
状
況
で

あ
り
、
又
、
今
な
お
多
く
の
自
宅
に
も

被
災
に
合
っ
た
ま
ま
が
多
く
見
ら
れ
打

撃
を
受
け
た
現
状
で
あ
り
ま
す
。

私
の
家
な
ど
も
内
壁
な
ど
が
破
砕
さ

れ
直
ぐ
に
は
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
が
自

分
で
出
来
る
所
は
と
思
い
材
料
を
手
に

し
手
直
し
を
し
た
が
元
の
様
に
は
仕
上

が
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

さ
て
、
水
戸
支
部
は
今
ま
で
な
か
な

か
会
員
の
皆
様
と
の
情
報
や
意
見
の
連

携
交
換
な
ど
が
思
う
よ
う
に
活
動
さ
れ

て
い
な
か
っ
た
の
が
実
情
と
思
わ
れ
当

然
な
が
ら
支
部
活
動
も
目
標
期
待
に
応

え
る
こ
と
が
で
き
て
な
い
。
今
回
私
で

お
役
に
立
つ
こ
と
で
あ
れ
ば
と
新
た
な

組
織
の
改
革
に
取
り
く
ん
で
行
き
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
し
て
再
組
織

構
築
を
図
る
た
め
に
も
水
戸
支
部
会
員

の
皆
様
に
も
是
非
と
も
活
動
の
運
営
に

支　

部　

長　
　

野 

内 

康 

二

県
北
支
部

支　

部　

長　
　

吉 

田 

広 

光

水
戸
支
部
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参
加
さ
れ
ま
す
こ
と
を
お
願
い
申
し
上

げ
た
い
と
思
い
ま
す
。
昨
年
、
水
戸
支

部
長
藤
枝
様
が
一
身
上
の
都
合
に
よ
り

支
部
長
を
退
任
し
た
い
と
の
報
告
が
あ

り
ま
し
た
。
長
い
間
地
域
に
お
け
る
ス

ポ
ー
ツ
指
導
者
と
し
て
活
躍
さ
れ
た
方

で
す
の
で
私
ど
も
と
し
て
も
大
変
残
念

に
思
っ
て
お
り
ま
す
。

昨
年
十
月
二
十
三
日
水
戸
支
部
の
支

部
総
会
を
開
催
致
し
ま
し
た
。

二
十
二
年
度
の
事
業
報
告
、
収
支
決

算
報
告
、
二
十
三
年
の
事
業
計
画
予

算
、
又
役
員
改
選
な
ど
の
席
に
は
無
理

を
お
願
い
致
し
ま
し
て
照
沼
会
長
に
も

出
席
を
頂
き
県
総
合
福
祉
会
館
に
て
会

員
十
三
名
の
参
加
で
、
開
催
す
る
こ
と

が
で
き
照
沼
会
長
の
挨
拶
に
は
こ
れ
か

ら
の
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
と
し
て
の
「
養

成
と
活
動
の
促
進
」「
公
認
指
導
者
の

更
新
率
の
向
上
」
そ
し
て
会
員
各
位
の

積
極
的
な
研
修
会
な
ど
提
案
な
ど
の
説

明
を
頂
き
無
事
総
会
を
終
了
す
る
事
が

で
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。二

十
四
年
度
の
水
戸
支
部
と
し
て
の

活
動
事
業
で
が
四
月
十
四
日
に
救
急
救

命
講
習
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。
会
場

は
ケ
ー
ズ
デ
ン
キ
ス
タ
ジ
ア
ム
多
目
的

室
。自
己
研
鑽
と
資
質
向
上
を
目
指
す
。

ま
た
指
導
者
の
現
場
緊
急
時
対
応
を
身

に
つ
け
と
し
て
開
催
を
を
予
定
し
て
お

り
会
員
の
皆
様
に
新
め
て
案
内
状
を
お

送
り
致
し
ま
す
の
で
多
く
の
参
加（
者
）

の
お
願
い
を
し
た
い
と
思
っ
て
ま
す
。

ま
ず
は
人
を
指
導
す
る
と
言
う
よ
り

自
分
が
い
か
に
学
ぶ
と
言
う
こ
と
か
ら

一
歩
歩
み
出
す
こ
と
が
大
切
で
あ
る
の

か
と
思
っ
て
お
り
、
こ
れ
か
ら
の
会
員

の
皆
様
の
意
見
希
望
を
取
り
入
れ
協
議

会
の
活
動
を
積
極
的
に
交
流
を
深
め
て

そ
の
役
割
を
目
指
し
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。
会
員
の
皆
様
の
尚
一
層
の
ご

理
解
と
ご
支
援
を
宜
し
く
お
願
い
致
し

ま
す
。

新
年
度
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
事
務

局
よ
り
、
平
成
二
十
四
年
度
の
計
画
案

と
し
て
お
知
ら
せ
申
し
上
げ
ま
す
。

支
部
総
会
を
四
月
七
日
（
土
）
午
前

十
時
よ
り
、
ひ
た
ち
な
か
市
松
戸
体
育

館
研
修
室
Ｂ
に
於
い
て
、
開
催
し
た
い

と
思
い
ま
す
。
そ
の
開
催
通
知
と
一
緒

に
送
っ
て
募
集
し
た
、
上
級
救
命
資
格

の
更
新
講
習
会
を
六
月
に
、
取
得
講
習

会
を
七
月
に
、
ひ
た
ち
な
か
西
消
防
署

と
打
合
せ
た
後
計
画
し
て
み
よ
う
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。
約
五
十
名
の
方
々

が
、資
格
を
得
ら
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、

そ
の
皆
さ
ん
が
、
新
し
い
情
報
を
、
そ

し
て
知
識
を
再
び
学
ぶ
事
で
、
必
要
な

時
に
よ
り
よ
い
関
わ
り
が
出
来
れ
ば
良

い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
資
格
取
得
に
つ

い
て
は
、
近
頃
随
所
で
目
に
す
る
事
の

多
く
な
っ
た
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
作
動
方
法
、
救

急
車
が
来
る
ま
で
の
間
が
、
い
か
に
大

事
な
時
間
か
と
い
う
事
を
認
識
す
る
事

が
大
事
な
事
と
思
い
ま
す
。

定
例
の
中
央
支
部
研
修
会
は
、
県
協

議
会
と
か
ち
あ
わ
な
い
日
程
で
組
み
ま

す
。
内
容
は
指
導
者
と
し
て
の
体
の
ケ

ア
の
重
要
さ
を
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
科

学
で
学
び
、
加
え
て
災
害
時
の
指
導
者

と
し
て
の
あ
り
方
、
関
わ
り
方
を
知
識

と
し
て
得
ら
れ
る
方
法
を
考
え
た
い
と

思
い
ま
す
。
こ
れ
は
今
ま
で
も
考
え
、

準
備
は
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
今
絶
対

に
必
要
な
も
の
と
確
信
を
持
ち
ま
し
た

の
で
実
現
を
目
指
し
て
、
発
進
と
い
う

気
持
ち
で
お
り
ま
す
。

自
分
達
の
周
り
を
注
意
深
く
見
渡

し
、
今
の
自
分
達
は
も
ち
ろ
ん
重
要
で

す
が
、
将
来
を
担
う
人
達
の
た
め
に
、

自
分
達
は
指
導
者
と
し
て
何
が
出
来
る

か
、
何
を
伝
承
す
る
べ
き
か
、
心
し
て

今
を
生
き
る
と
い
う
か
、
頑
張
り
た
い

も
の
で
す
。
昨
年
四
月
、
五
月
、
六
月

と
東
北
被
災
地
へ
の
短
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
し
た
が
、
目
の
前
に
広
が
る
被
災

地
の
す
さ
ま
じ
い
光
景
、
臭
い
、
随
所

に
積
み
重
ね
ら
れ
た
瓦
礫
の
延
々
と
続

く
壁
、
今
で
も
瞼
に
浮
か
び
ま
す
。

四
月
末
に
訪
ね
た
東
松
島
の
地
で
の

事
で
す
。
十
人
一
組
で
集
合
地
の
コ
ミ

セ
ン
か
ら
、
一
軒
一
軒
、
何
か
出
来
る

事
は
あ
り
ま
せ
ん
か
と
訪
ね
た
先
で
、

納
屋
の
五
十
セ
ン
チ
に
な
る
泥
掻
き
を

手
伝
わ
せ
て
頂
け
ま
し
た
。終
っ
た
後
、

ご
主
人
を
亡
く
さ
れ
た
奥
さ
ん
と
妹
さ

ん
が
笑
顔
で
、
偶
然
に
も
そ
の
日
が
、

四
十
九
日
と
の
事
で
用
意
さ
れ
た
暖
か

い
ケ
ン
チ
ン
汁
を
振
る
ま
っ
て
頂
け
ま

し
た
。

「
皆
さ
ん
よ
く
来
て
下
さ
い
ま
し
た
。

き
っ
と
父
ち
ゃ
ん
が
連
れ
て
き
て
く
れ

た
ん
だ
ね
」
と
。
そ
し
て
次
の
お
手
伝

い
の
地
に
行
っ
た
事
を
想
い
出
し
ま

す
。
五
月
の
日
本
卓
球
協
会
の
仙
台
卓

球
復
興
イ
ベ
ン
ト
手
伝
い
、
六
月
の

ひ
た
ち
な
か
市
姉
妹
都
市
へ
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
。「W

A
S
U
R
E
N
A
I 3.11

」

は
日
本
卓
球
協
会
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー

ズ
で
す
が
心
に
刻
ん
で
お
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

事　

務　

局　
　

野
々
村 

律 

子

中
央
支
部
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エ
ア
ロ
ビ
ッ
ク
と
は
、
律
動
的
運
動

の
組
み
合
わ
せ
に
よ
り
、
酸
素
を
体
に

多
く
取
り
入
れ
て
心
肺
機
能
を
強
化
す

る
運
動
で
す
。

基
礎
体
力
も
つ
き
、
脂
肪
燃
焼
も
ス

ム
ー
ズ
に
な
り
老
廃
物
も
排
出
さ
れ
ま

す
。
幅
広
い
人
々
に
健
康
増
進
や
運
動

不
足
の
解
消
を
は
か
る
と
も
い
わ
れ
て

い
ま
す
。

最
近
は
、
や
せ
た
い
と
か
健
康
の
た

め
と
い
う
よ
り
も
、
気
楽
に
ち
ょ
っ
と

立
ち
寄
っ
て
運
動
す
る
。
そ
し
て
楽
し

さ
を
共
有
し
な
が
ら
生
ま
れ
る
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
期
待
す
る
と
い
う
、

人
々
も
出
て
来
て
い
ま
す
。
レ
ッ
ス
ン

の
場
を
、
そ
の
ひ
と
と
き
を
楽
し
ん
で

い
る
感
じ
で
す
。

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
は
、
健
康
ス
ポ
ー

ツ
・
生
き
が
い
ス
ポ
ー
ツ
と
い
う
性
格

を
持
っ
て
い
ま
す
が
、
エ
ア
ロ
ビ
ッ
ク

は
こ
の
両
面
を
も
っ
て
お
り
、
生
涯
ス

ポ
ー
ツ
の
運
動
種
目
と
し
て
有
効
な
運

動
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

一
般
的
に
若
者
の
ス
ポ
ー
ツ
と
思
い

が
ち
で
す
が
、
性
別
、
年
齢
、
経
験
、

体
力
の
差
な
ど
に
関
わ
り
な
く
、
誰
で

も
気
軽
に
参
加
で
き
る
ス
ポ
ー
ツ
で

す
。運

動
す
る
人
の
年
齢
や
コ
ン
デ
ィ

シ
ョ
ン
を
考
え
、
個
々
の
ニ
ー
ズ
を
プ

ロ
グ
ラ
ム
に
生
か
す
こ
と
が
で
き
ま

す
。
公
認
エ
ア
ロ
ビ
ッ
ク
指
導
員
と
認

定
さ
れ
、
地
域
ス
ポ
ー
ツ
社
会
体
育
指

導
者
と
し
て
、
役
立
た
せ
て
い
た
だ
い

て
い
る
私
で
す
が
、
多
く
の
仲
間
を
持

つ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

意
気
の
合
っ
た
レ
ッ
ス
ン
と
そ
の
一

体
感
、
皆
さ
ん
の
熱
意
あ
る
姿
、
そ
し

て
仲
間
づ
く
り
に
役
立
て
た
う
れ
し
さ

な
ど
、
ス
ポ
ー
ツ
指
導
員
と
し
て
の
喜

び
を
味
わ
っ
て
い
ま
す
。

身
体
を
動
か
す
こ
と
の
喜
び
と
、
た

く
さ
ん
の
人
と
共
に
ス
ポ
ー
ツ
す
る
楽

し
さ
を
、
多
く
の
人
に
味
わ
っ
て
ほ
し

い
こ
と
や
、
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
り
健
康
を

増
進
し
、
そ
こ
に
生
き
が
い
を
見
い
出

せ
る
よ
う
働
き
か
け
る
こ
と
な
ど
、
今

後
努
力
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
こ
と
が

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

ご
自
分
の
体
力
に
合
わ
せ
て
、
音
楽

に
乗
せ
て
、
身
体
を
動
か
す
エ
ア
ロ

ビ
ッ
ク
な
ど
は
大
い
に
楽
し
め
る
の
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

真
夏
の
Ｃ
Ｍ
の
定
番
と
言
え
ば
海
。

ま
っ
白
な
帆
を
は
り
、
時
に
は
カ
ラ
フ

ル
な
ス
ピ
ン
を
展
開
し
て
海
原
を
駆
け

る
ヨ
ッ
ト
。
私
達
が
ど
っ
ぷ
り
つ
か
っ

て
い
る
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。

一
人
乗
り
の
小
型
ヨ
ッ
ト
・
デ
ィ
ン

ギ
ー
か
ら
世
界
一
周
で
き
る
ク
ル
ー

ザ
ー
ま
で
大
き
さ
も
性
能
も
ま
ち
ま
ち

で
す
が
「
風
を
推
進
力
に
し
て
帆
走
す

る
」
の
は
同
じ
。
超
エ
コ
な
ス
ポ
ー
ツ

と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

学
生
時
代
部
活
で
頑
張
っ
て
い
た
の

に
社
会
人
に
な
る
と
同
じ
ス
ポ
ー
ツ
を

続
け
る
の
が
難
し
い
の
は
ヨ
ッ
ト
も
同

じ
で
す
。
活
動
が
限
ら
れ
て
し
ま
う
の

が
残
念
で
す
。
今
霞
ヶ
浦
で
は
数
は
多

く
は
あ
り
ま
せ
ん
が
ジ
ュ
ニ
ア
か
ら
高

校
生
・
大
学
生
・
一
般
が
そ
れ
ぞ
れ
ヨ
ッ

ト
ラ
イ
フ
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
社
会

に
出
て
か
ら
ヨ
ッ
ト
を
始
め
ら
れ
た
方

も
皆
同
じ
風
を
味
方
に
走
っ
て
い
ま

す
。こ

れ
か
ら
も
、
い
ろ
い
ろ
な
機
会
を

通
し
て
セ
ー
リ
ン
グ
の
楽
し
さ
を
広
め

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

本
年
一
月
二
十
九
日
に
、
行
方
市
に

と
っ
て
初
と
な
る
「
な
め
が
た
ふ
れ
あ

い
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
」
が
誕
生
し
ま
し

た
。平

成
十
九
年
に
始
ま
り
、
二
十
二
年

に
設
立
準
備
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
四

年
が
か
り
で
設
立
に
こ
ぎ
つ
け
ま
し

た
。
三
者
三
様
議
論
が
か
み
合
わ
ず
、

同
じ
議
題
を
何
度
繰
り
返
し
た
こ
と

か
。
し
か
し
全
て
の
メ
ン
バ
ー
が
「
誇

り
の
も
て
る
ク
ラ
ブ
を
つ
く
る
ん
だ
」

と
い
う
強
い
気
持
ち
を
持
っ
て
、
先
進

地
視
察
や
会
議
、
さ
ら
に
は
チ
ラ
シ
の

配
布
ま
で
、
何
一
つ
不
満
を
言
う
こ
と

エ
ア
ロ
ビ
ッ
ク
と

生
涯
ス
ポ
ー
ツ

島
田　

良
子

キ
ー
ワ
ー
ド
は
「
風
」

セ
ー
リ
ン
グ

加
藤　

佳
恵

ク
ラ
ブ
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

髙
野　

照
代

総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ
設
立
に
携
わ
っ
て
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広
報
委
員
会

担
当
副
会
長

田　

畑　

由
紀
子　
　

広
報
委
員
長

岡　

野　

秀　

一　
　

広
報
委
員

　

菅
谷　

政
宏（
県
北
支
部
）

　

舛
井　

幸
子（
水
戸
支
部
）

　

柏
葉　

光
子（
中
央
支
部
）

　

君
和
田
治
也（
鹿
行
支
部
）

　

櫻
井　

孝
之（
県
南
支
部
）

　

又
村　

和
子（
県
西
支
部
）

編
集
後
記

　

第
六
十
四
号
会
報
発
行
に

当
た
り
皆
様
に
原
稿
を
賜
り

心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。

ご
愛
読
い
た
だ
け
る
会
報
と

な
る
よ
う
努
力
し
て
ま
い
り

ま
す
の
で
、
皆
様
の
忌
憚
の

な
い
ご
意
見
を
お
寄
せ
頂
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

次
回
の
会
報
発
行
は

平
成
二
十
四
年
九
月

な
く
、
自
ら
率
先
し
て
動
い
て
く
れ

ま
し
た
。

私
自
身
も
立
ち
上
げ
か
ら
の
メ
ン

バ
ー
と
し
て
携
わ
る
こ
と
が
出
来
、

設
立
総
会
に
お
い
て
は
進
行
役
と
い

う
大
役
を
仰
せ
つ
か
り
ま
し
た
。
閉

会
の
こ
と
ば
の
後
、
最
後
に
「
以
上

で
散
会
し
ま
す
。
お
疲
れ
様
で
し

た
。」
と
言
っ
て
マ
イ
ク
を
下
ろ
し

た
瞬
間
、
我
が
子
の
誕
生
に
似
た
、

あ
の
感
動
が
よ
み
が
え
っ
て
き
ま
し

た
。ス

ポ
ー
ツ
基
本
法
が
改
正
さ
れ
、

地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
に
ス
ポ
ー
ツ

行
事
の
実
施
奨
励
を
求
め
て
い
ま

す
。
ま
た
、
平
成
三
十
一
年
に
茨
城

国
体
が
予
定
さ
れ
る
な
ど
、
行
方
市

の
ス
ポ
ー
ツ
を
取
り
巻
く
環
境
は
大

き
く
変
わ
る
こ
と
と
思
わ
れ
ま
す
。

今
後
「
な
め
が
た
ふ
れ
あ
い
ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
ブ
」
が
成
長
し
、
多
く
の
方

に
会
員
に
な
っ
て
い
た
だ
き
、
共
に

地
域
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進
に
携
わ
っ
て

行
き
た
い
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

設立総会シンボルマーク


